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川薩・出水保健所における定点報告疾患

北薩感染症情報
2026年第35週（８月24日～８月30日）

【問い合わせ先】 〒895-0041 薩摩川内市隈之城町228番地1
北薩地域振興局保健福祉環境部（川薩保健所）健康企画課

電話  0996-23-3165       FAX  0996-20-2127 
            E-ﾒｰﾙ kita-kenkou-shippei@pref.kagoshima.lg.jp

◎： 警報レベル ○： 注意報レベル

注意報
レベル

開　始
基準値

終　息
基準値

基準値

急性呼吸器感染症 － － － 144 112 37.33 ↓ － 39 74 37.00 ↑ －

インフルエンザ 30.0 10.0 10.0 － 10 3.33 ↑ － 1 2 1.00 ↑ －

COVID-19
(新型コロナウイルス感染症)

－ － － 1 － － ↓ － 4 7 3.50 ↑ －

RS － － － 2 2 1.00 → － － 1 1.00 ↑ －

咽頭結膜熱 3.0 1.0 － － 1 0.50 ↑ － － － － → －

A群溶血性
ﾚﾝｻ球菌咽頭炎

8.0 4.0 － 1 2 1.00 ↑ － － 1 1.00 ↑ －

感染性胃腸炎 20.0 12.0 － 15 5 2.50 ↓ － － － － → －

水痘 2.0 1.0 1.0 － － － → － 1 － － ↓ －

手足口病 5.0 2.0 － － 3 1.50 ↑ － 1 － － ↓ －

伝染性紅斑 2.0 1.0 － 3 2 1.00 ↓ － － － － → －

突発性発疹 － － － 2 1 0.50 ↓ － － － － → －

ヘルパンギーナ 6.0 2.0 － － 2 1.00 ↑ － － 1 1.00 ↑ －

流行性耳下腺炎 6.0 2.0 3.0 － － － → － － － － → －

急性出血性結膜炎 1.0 0.1 － － － － → －

流行性角結膜炎 8.0 4.0 － 5 5 5.00 → －

細菌性髄膜炎 － － － － － － → － － － － → －

無菌性髄膜炎 － － － － － － → － － － － → －

マイコプラズマ肺炎 － － － － － － → － － － － → －

クラミジア肺炎 － － － － － － → － － － － → －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － － － － → － － － － → －

－ － － － － → － － － → －

－ － － － － → － － － → －

－ － － 173 145 ↓ 46 86 ↑

前週
報告数
（人）

今週
報告数
（人）

定点種別 対象疾患

警報レベル 川薩保健所管内 出水保健所管内

定点
あたり
報告数

前 週
からの
増 減

警　報
注意報

定点あたり報告数

小児科定点

今週
報告数
（人）

定点
あたり
報告数

前 週
からの
増 減

警　報
注意報

前週
報告数
（人）

急性呼吸器感
染症(ARI)

定点

眼科定点

基幹定点

指定医療機関からの
インフルエンザ入院報告

指定医療機関からの
COVID-19入院報告

報　告　数　合　計

＜注意報・警報レベル＞
・川薩保健所管内 　 なし
・出水保健所管内　　なし

＜全数報告＞
・川薩保健所管内　　なし
・出水保健所管内　　腸管出血性大腸菌感染症１件

mailto:kita-kenkou-shippei@pref.kagoshima.lg.jp


第34週の報告でインフルエンザの定点あたりの報告数が流行開始の目安である 1.00 を
上回り、流行入りしました。手洗い・うがい、マスクの着用など基本的な感染対策を行い、
拡げないように努めましょう。

疾病別各保健所定点当たり報告 直近10w分（男女合計）

警報レベル 注意報レベル

26W 27W 28W 29W 30W 31W 32W 33W 34W 35W

急性呼吸器感染症 － － 57.33 65.33 70.33 90.67 49.00 46.33 48.00 37.00 48.00 37.33

インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 － － － － － 0.33 0.33 － － 3.33

  COVID-19
(新型コロナウイルス感染症)

－ － 17.33 21.33 21.67 22.67 4.67 4.00 1.33 － 0.33 －

　ＲＳウイルス感染症 － － 0.50 2.00 3.00 2.00 － 1.50 1.50 1.50 1.00 1.00

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 － 2.50 0.50 0.50 － 1.50 0.50 2.00 1.00 － 0.50

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 － 2.50 － 0.50 1.00 1.00 1.50 － 2.50 0.50 1.00

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 － 6.50 3.00 2.50 6.00 3.00 3.50 4.00 2.00 7.50 2.50

　水痘 2.00/1.00 1.00 － － － － － － － － － －

　手足口病 5.00/2.00 － 14.00 12.00 9.00 2.00 2.50 － 0.50 － － 1.50

　伝染性紅斑 2.00/1.00 － 0.50 － 1.00 0.50 1.50 1.00 1.50 － 1.50 1.00

　突発性発疹 － － － 0.50 1.00 1.50 0.50 － 0.50 0.50 1.00 0.50

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 － － － 1.00 － － － 0.50 － － 1.00

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 － － － － － － － － － －

  急性出血性結膜炎 1.00/0.1 － － － － － － － － － － －

  流行性角結膜炎 8.00/4.00 － 1.00 1.00 2.00 2.00 － 1.00 1.00 2.00 5.00 5.00

細菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

無菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

マイコプラズマ肺炎 － － － － － － － － － － － －

クラミジア肺炎 － － － － － － － － － － － －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － － － － － － － － － －

26W 27W 28W 29W 30W 31W 32W 33W 34W 35W

急性呼吸器感染症 － － 32.50 56.00 51.00 49.00 41.00 28.00 34.50 49.50 19.50 37.00

インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 － － － － － － － － 0.50 1.00

  COVID-19
(新型コロナウイルス感染症)

－ － 2.00 9.50 15.00 9.50 1.50 0.50 2.50 1.00 2.00 3.50

　ＲＳウイルス感染症 － － － － － 2.00 3.00 4.00 1.00 4.00 － 1.00

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 － 1.00 － 1.00 － － － － － － －

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 － 4.00 3.00 7.00 3.00 2.00 1.00 4.00 5.00 － 1.00

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 － － － － 1.00 － － － － － －

　水痘 2.00/1.00 1.00 － 1.00 － 1.00 1.00 1.00 2.00 － 1.00 －

　手足口病 5.00/2.00 － 17.00 25.00 11.00 3.00 1.00 － 2.00 2.00 1.00 －

　伝染性紅斑 2.00/1.00 － － 1.00 － － － － － － － －

　突発性発疹 － － － － － － － － 1.00 1.00 － －

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 － 3.00 4.00 2.00 － － － － 1.00 － 1.00

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 － － － － － － － － － －

細菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

無菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

マイコプラズマ肺炎 － － － － － － － － － － － －

クラミジア肺炎 － － － － － － － － － － － －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － － － － － － － － － －

川薩保健所管内推移
（定点あたり報告数）

基幹定点（報告数掲載）

出水保健所管内推移
（定点あたり報告数）

基幹定点（報告数掲載）

小児科定点

警報/終息

基準値

定点種別 疾病
警報/終息

基準値
注意報
基準値

小児科定点

急性呼吸器
感染症(ARI)

定点

基幹定点

急性呼吸器
感染症(ARI)

定点

眼科定点

基幹定点

注意報
基準値

定点種別 疾病



鹿児島県感染症情報 第34週より抜粋

参考資料 腸管出血性大腸菌Ｑ＆Ａ｜厚生労働省 (mhlw.go.jp)

腸管出血性大腸菌感染症について

潜伏期間：おおよそ３～８日

症 状：頻回の水様便で発病し、さらに激しい腹痛を伴い、まもなく著
しい血便となることがあります。これが、出血性大腸炎です。これらの症
状の有る者の６～７％の人が、下痢等の初発症状の数日から２週間以
内（多くは５～７日後）に溶血性尿毒症症候群（HUS）や脳症等の重症合
併症を発症するといわれています。

ベロ毒素を産生する大腸菌を病原体とする感染症です。

大腸菌は、家畜や人の腸内にも存在します。大腸菌の中には人に下痢等
の消化器症状や合併症を起こすことがあり、病原大腸菌と呼ばれています。
病原大腸菌の中には、毒素を産生し、出血を伴う腸炎や溶血性尿毒症症
候群（HUS）を起こす腸管出血性大腸菌と呼ばれるものがあります。

腸管出血性大腸菌の感染は、飲食物を介した経口感染であり、菌に汚
染された飲食物を摂取したり、患者の糞便に含まれる大腸菌が直接ま
たは間接的に口から入ることによって感染します。
⇒咳・くしゃみ・汗等では感染しません。
（予防方法）：せっけんと流水で十分に手洗いをしましょう。

インフルエンザについて

第34週時点の鹿児島県内全域
で定点あたりの報告数は1.58と
なっています。

全国では第34週時点で定点あたりの報告数が、流行開始の目安である
1.00を上回る1.11となり、流行入りしました。都道府県順では、沖縄県
(4.43)、岩手県(2.10)、青森県(2.08) となっています。

基本的な感染防止対策
①咳エチケット
②アルコール製剤による手指衛生
③手洗い

鹿児島県内のインフルエンザ定点あたり報告数の推移

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000177609.html
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